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申請の概要 

顎矯正術後患者に担当医からの指示のもと実施している冷罨法は、経験的・慣習的に実施している現状がある。看護技術としての冷罨法

は、寒冷刺激により患者に気持ちよさを感じさせ随伴症状を軽減して身体的安楽や精神的安定をはかるという目的がある。しかし、顎矯正

術後患者に対する冷罨法に関して臨床効果の証明や効果が得られる確率、確実な手技の確立等の明確な実証はない。病棟看護師を対象に冷

罨法に対する認識や手順を調査し、また、顎矯正術後患者を対象に冷罨法による主観的・客観的評価を調査することで現状を把握する。さ

らに、現状を明らかにすることで統一した看護技術提供への一助としたい。 


